
資料１-２

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　当町の人口は、都市部からの転入者が多いことから人口の減少は近隣自治体に比べて緩やかではあるが、高齢化
率は県下上位（令和6年4月1日現在で52.32％）であり、特に高齢者の多い町である。町内に循環する民間バスはなく、
住民は自家用車や民間タクシーで地域内を移動している。しかし、高齢化の進展に伴い、自家用車で移動されてきた
方々が免許を返納され、自家用車以外の移動手段に対するニーズが高まりをみせ、日常生活における地域交通の確
保維持は大きな課題である。
　このため、地域公共交通確保維持事業により町内全域をカバーする10人乗り車両を使った乗合運行を平成26年10
月から実施しており、引き続き当事業を活用して生活交通手段を確保していくことが必要である。

別添１－２

事業実施と地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画との関連について

令和　　年　　月　　日

協議会名： 御宿町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金


